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お願い・ご報告 

⚫ ６月の行事は守られ、祝福されました。皆さまのお祈り、ご協力に感謝いたします。 

⚫ ７月２１日（祝日）、平野光衣先生が結婚式を挙げられます。お相手は NK 先生（聖書）で

す。祝福を祈りしましょう。 

⚫ ７月３１日（木）～２日（土）に JJC「キャンプ ダイナソー」（小学生対象）、８月７日

（木）～９日（土）に「ユースキャンプ」（中高生対象）が、本郷台キリスト教会主催で行

われます。例年本校で行うスクールリトリート「のありーと」に代わるものとして今年度は

位置づけています。夏休みの予定に組み込んでいただき、参加できるよう、ご協力をお願い

します。詳細につきましては、後日ご連絡します。 

⚫ ８月２２日（金）～２５日（月）、本郷台キリスト教会主催で青森宣教旅行が行われます。

本校からもスタッフ、中高生有志が参加します。祝福をお祈りください。 

⚫ ９月（１０月前半まで）のスケジュールをご確認ください。（下校時刻をご確認ください） 

１日（月） 授業・昼食開始（１限 HR ２～４限 通常授業 １３時４０分下校） 

２９日（月）～１０月２日（木）  ４限授業・昼食あり（１３時５０分下校） 

１０月３日（金）～ ９日（木）  ３限授業 昼食あり（１２時５０分下校） 

１０日（金）            ３限授業 昼食無し（１２時３０分下校） 

祈祷課題 

１、スクール関係者すべてが神の愛と守りと喜びに満たされるように。 

２、スタッフ一人ひとりが主からの知恵と愛をいただき指導にあたれるように。 

３、あらゆる困難を乗り越え、資金も満たされ新校舎が建設されるように。さらに学校法人を取得で

き、学びの多様化学校として整えられるように。 

４、夏休み、事故なく、体調守られ、神の祝福の中で有意義に過ごせるように。 

今月のみことば（暗唱聖句） 

「あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまっているなら、何で

も欲しいものを求めなさい。そうすればそれはかなえられます。」ヨハネ 15:7 

“If you abide in Me, and My words abide in you, you will ask what you desire, and 

it shall be done for you.” John 15:7 

John 15：７ 

一致団結をテーマに全校生徒で 
スポーツ大会 

提携校のヤダ ICS(韓国)に短期
留学中の 2 人。良い経験に。 

ペアレンツデイでは、多くのご家庭が集い、ゲームや食事をしな
がら楽しい時を過ごしました。ご参加、ありがとうございました！ 
 

韓国のスポーツ・テコンドー教室 視覚障がい特別授業 

校舎建設のための資金作り 
(保護者）作品販売中！ 



      
のあ のあインターナショナルスクール 

        スクール通信 7 月号     2025.Jly. 1 

VOｌ.215 
〒247-0024 横浜市栄区野七里一丁目 37-10 

 TEL:045-891-9982 FAX:045-895-3761 

「成長させてくださる神」 

 平和台担当 岡田いずみ 

のあインターナショナルスクール（以下、のあ IS）において個性豊かで、素敵な生徒たちと

お会いでき、感謝しています。「みんな違ってみんないい。」と言われるとおり、物事の考え方

や理解の仕方は、みんな違います。理解の仕方に沿った学び方が開かれていない現実で苦しん

でいる生徒もいます。基礎学習（読み、書き、算）を学ぶ権利を持っている生徒たちにその権利

をどのように保障してあげられるのか、サポーターとして悩みますが、「主を恐れることは知

識の初め。」（箴言 1：7）のみ言葉は教師や生徒たちを励まします。私たちを愛してくださっ

ている神様を見上げ、祈り、信頼していくとき、試行錯誤している学びは全て益となると信じた

いです。結果がなかなか出ないと苦しいのも事実ですが、神の愛の知恵を求めたいです。 

ある朝、私は突然「エホバはまことの牧者にませば我には乏しきこといかであらん。緑の牧

場に静かに伏させ憩いの水際に伴い給う」（聖歌 502 番）という讃美が沸き上がり、口ずさん

でいました。今、平和台教室の小学生と文語で、み言葉を味わっているからかもしれません。半

世紀も前、私がなじんでいた讃美です。小さいころから毎日家で、み言葉を唱え、教会の礼拝で

聖歌という歌集の讃美を捧げる中で育ちました。私は暗記するのが苦手ですが、毎日の積み重

ねの中、み言葉や讃美が定着していたのです。人生の中の困難な時、定着していたみ言葉や讃

美は、私にとって大きな力となっていることは確かです。のあ IS の生徒たちも日々、み言葉に

触れ、讃美の中で歩んでいます。このことはこれからの人生の中で大きな力になると信じます。

まさに神を恐れ、生きていく力をはぐくむ大切な基礎を学んでいることは、のあ IS が誇ってい

いことでしょう。のあ IS では人と人との関係も学んでいます。聖書のみ言葉から心や行動の正

しいコントロールを学んでいます。間違ったことを認め、神と人に謝ること、神様の赦しを知

ること、神様に愛されていることを喜ぶこと、神の愛でお互いを大切にすることを学んでいま

す。 

私自身、心の不安定な子供でした。そのために多くの人が祈ってくださり、神の愛で励まし

てくださったことを今知ります。そして、神様は楽しいこともたくさん与えてくださいました。

楽しいことを得ることがモチベーションとなり、時によく学ぶことができました。自分勝手で

自己中心な私の心は、神の愛で慰め、励まし、楽しみを与えられる中、他の人のことも考えられ

るようになってきたのです。神様の愛で心から生徒を大切な存在だと思えることは、私にとっ

て奇跡であり、うれしいことです。お互いに神の愛で尊重しあう心をのあ IS の生徒たちも学ん

でいます。 

「成長させたのは神です。」（第１コリント 3：6） 



７月のカレンダー 
日 月 火 水 

  1 日 
 

2 日 
法人化のための祈り会(1 限） 
ヤダ ICS（韓国）オンライン授業交流 
（11 時〜中高/13 時 30 分〜小学部） 
小 1～2 年 14 時 40 分下校 

6 日 7 日 
小学部社会科見学(1〜4 限) 
日産自動車追浜工場 
（8：20 登校、通常下校） 
＊小１～4年 クリスタル登校 
 
H さん誕生日 

8 日 
小学部・中高等部礼拝(1 限） 
韓国オンヌリ教会青年宣教チー
ム交流会（2、3 限） 
＊４限－水４限の授業 
（5 限〜通常時間割） 
＊小 1～4 年 クリスタル登校 

9 日 
火曜日の時間割授業(1〜4 限) 
（5 限〜通常時間割） 
 
 
 
＊小 1～4 年 別館登校 

13 日 
 
 

14 日 
通常授業・昼食終了（但し、
5 限授業 14 時 30 分下校） 

15 日 休校日(12 日の代休) 
 
A さん誕生日 

16 日 
韓国ソウル小中学生との交流会 

（12 時 30 分下校） 
20 日 
 
 

21 日 海の日 22 日 
中学部・高等部登校日 
（矢島幼稚園夏祭り準備） 
9 時 30 分現地集合 
 

23 日 
矢島幼稚園夏祭り 
（雨天:24 日に延期） 

27 日 28 日 
T 先生誕生日 

29 日 
I 先生誕生日 

30 日 

・２日（水）、ヤダ ICS（韓国）とのオンライン授業交流をします。１１時～１２時に中高等部、１３時３０分

～１４時３０分に小学部です。１日のスケジュール（時間割）に一部変更がありますが、生徒と確認します。 

・３日（木）午前、歯科検診を行います。登校前に必ず歯磨きを済ませておいてください。 

・５日（土）、小学部は、神奈川県立音楽堂で行われる、神奈川フィルハーモニー管弦楽団による「小中高生の

ための公開リハーサル」の見学に行きます。集合・解散、持ち物等の詳細は、ご連絡の通りです。ご確認をお

願いします。なお、小学生は登校日とし、代休は、１８日（金）です。 

・７日（月）午前、小学部は、社会科見学で、日産自動車追浜工場に行きます（午後は通常授業）。当日は、

８時２０分登校（厳守）です。詳細については、学部からの連絡でご確認ください。 

・８日（火）１限は、小学部・中高等部礼拝を行います。２、３限は、韓国オンヌリ教会の青年たちとの交流会

を行います。祝福をお祈りください。（４限は、水曜日４限の授業です。） 

・９日（水）の１～４限の授業は、火曜日の１～４限の授業を実施します。確認をお願いします。 

・１２日（土）１６時～１８時、野七里グランドにて、野七里サマーフェスティバルを行います。小５以上は奉

仕します。奉仕者の集合は１３時、解散は１８時３０分（小５、６は１８時）です。小１～４も、家族や知人と

一緒に参加してください。なお、全校登校日とし、代休は、１５日（火）です。 

・１４日（月）は、教師研修のため、５限授業、１４時３０分下校です。この日で通常授業・昼食は終了です。 

・１５日（火）は、１２日（土）フェスティバルの代休（休校日）です。 

・１６日（水）、１７日（木）は、特別授業になります。１６日（水）は、ダイヤモンドチャペルにて、韓国ソ

ウルの教会の小中学生（スタッフ合わせ４８名）との交流会を行います。詳細につきましては、後日ご連絡しま

す。なお、１６日（水）、１７日（木）は、昼食無し、下校は、１２時３０分です。 

・１８日（金）は、５日（土：小学部）と２２日（火：中高等部）の代休（休校日）です。 

・１９日（土）９時～１１時１５分、保護者・スタッフ清掃及び保護者会を行います。日常の清掃では行き届か

ないところをスタッフ・保護者の皆さんで掃除します。保護者会では月井校長から大切なお話があります。 

 是非ご参加ください。 

・２２日（火）～８月３１日（日）は夏休みです。規則正しい生活を心がけ、健康に留意して、有意義に過ごし

てください。夏休み中は、毎日、聖書のことばに触れること、祈ることを大切にし、本郷台キリスト教会でも

礼拝や様々なイベントがありますので、積極的に参加してください。（授業・昼食開始は９月１日（月）です。） 

・２２日（火）は、翌日行われる矢島幼稚園の夏祭りの準備のため、中高生は登校日とします。 

・２３日（水）、矢島幼稚園で行われる夏祭りに、のあ ISから出店します。生徒・スタッフ・保護者で参加し

ます。詳細は、後日ご連絡しますので、ご協力をお願いします。収益は、スクールの校舎建設資金として用い

させていただきます。（２３日雨天の時は翌２４日に延期します。） 

夏休み（7 月 22 日～8 月 31 日） 



 

木 金 土 

3 日 
歯科健診（午前中） 
＊小 1～4 年 クリスタル登校 
 
保護者､スタッフ向けバイブルタイム 

4 日 
クラブ活動（６限） 

5 日 
小学部登校日 
オーケストラ公開リハーサル見学
（県立音楽堂） 

10 日 
 
 
 
 
保護者､スタッフ向けバイブルタイム 
Y 先生誕生日 

11 日 
委員会活動（６限） 
 
 
 
校舎建設資金作りのための作業（保護者） 

12 日 
全校登校日 
野七里サマーフェスティバル 
（16 時～18 時） 

17 日  
特別授業（12 時 30 分下校） 

18 日 休校日 
5日（小学部）、22日（中高等部）の代休 

19 日 
保護者・スタッフ清掃及び保護者会 
I 先生誕生日（9時〜11時15分） 

24 日 
のあ保育体験(小 5、6 希望者) 
（10 時～12 時） 
 
 

25 日 26 日 
 
 
 
H野先生誕生日 

31 日 
D 先生誕生日 

  

 

 

・２４日（木）１０時～１２時、小５、６の希望者は、のあ保育園で、保育体験をします。 

・８月１９日（火）～２２日（金）、小６以上の希望者対象に、青森修学旅行を行います。現地合流を含め、生

徒・スタッフ９名で実施します。祝福をお祈りください。また、引き続き２２日（金）～２５日（月）に、本

郷台キリスト教会主催の青森宣教旅行に合流する生徒もいます。 

・７月中に、個人面談を予定しています。日程は、各学部よりご連絡し、各ご家庭のご都合を伺い、調整をした

後、担任からご連絡いたします。 

・保護者、スタッフ向けバイブルタイムを３日（木）、１０日（木）の１３時３０分〜、のあＩＳのB教室で行います。子ど

も達が日々恵みをいただいている聖書の言葉をご一緒に味わっていきましょう。お問い合わせは鈴木まで。 

・校舎建設資金作りのための作業手伝いを１１日（金）１１時～１５時（途中参加可）、別館にて行います。是非ご参加ください。 

子育てnote   

子供の成長において、親によるケアはとても重要です。子供との会話や状況を通して、その時点で子供に何が

必要なのかを知って、タイミングよく子供たちに必要なものを備えてあげるのは親の務めです。しかし、自分の子供

のことがあまりに気になるがゆえに、しばしば過干渉の親になってしまうケースがあります。ネグレクトによって子供

が心に受けるダメージは大きいのですが、逆に子供のことを思うあまり、関心を持ちすぎて、過干渉になるのは問

題です。ところで、聖書の中に、子供にどのように接していくべきかについて、コメントしている箇所があります。コロ

サイ人への手紙  3 章 21 節です。 

"父たちよ、子どもたちを苛立たせてはいけません。その子たちが意欲を失わないようにするためです。“ 

子供たちを苛立たせる…ともすると、私たちは親として、してしまいがちなことですね。聖書が書かれていた時代

は、父親が子育ての主役でした。ですから、ここで「父たちよ」と語りかけていますが、現代の母親にも語りかけて

います。子供たちはどのようにして苛立つのでしょうか。親からの過干渉に苛立ちます。親からの押し付けに苛立ち

ます。多くの親が、自分の子がある程度成長してからも、コントロールしようとします。そこで苛立ちます。また言動を

超えて、辛く当たって苦しめることもあります。その結果、子供たちは不機嫌な気持ちになります。時に反感を抱い

てやる気をなくします。欲求不満に陥ってしまうこともあります。結果的に、過干渉の親は、子供を親から離反させ

てしまいます。そんなケースをたくさん見てきました。 

親は、ともすると、自分の子供を自分の体の一部分のように、無意識のうちに感じてしまっているのです。しかし

私たち一人ひとりが神によって創造された尊厳ある存在であるのと同じように、子供たちもそうなのです。子供自

身が考える余裕、選択する自由、行動する余裕を与えてあげましょう。子供たちは、親とは全く別の存在として、違

う考え方、違う捉え方、違う行動パターンがあってしかるべきなのです。それらを尊重して、その子供たちとの会話

や、やりとりを楽しみましょう。                                                           校長 月井博  

9 月 1 日（月）通常授業、給食開始 

             8 月の誕生者              1 日 K さん、5 日 K 先生、7 日 Y 先生、15 日 S さん、18 日 Y さん、 
19 日 T 先生、K 先生、21 日 M 先生、25 日 S 先生 おめでとう！！ 


